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’5．簡箪な圓形掃引回路

　　　　（時計歩度測定指示部の改艮）

時計歩度の電菊的測定N置については既に本誌に紹介
゜されているが（1）回韓圓板を用いたストロボ式は圓板の

駆動に同期電動機を必要とし，これに適當なものが入手

咽難である．指示部にブラウン管を用いたものは，從來

直線掃引を行つていたので，刻昔波形が螢光面上を一方

の端迄ずれてゆくと，飛躍的に他方の端からあらわれて

くるので，幾分見ずらい訣鮎があった．もし圓形掃引が

一行われるならば，丁度ストロボ式の指示をブラウン答上

で行うことになつて，ζの不便が除かれるわけであるカ｛

個形掃引專用のブラウン管は現在日本では作られていな

い．通常のブラウン管で園形掃引を行うには，低周波で

波形良好な登振器と移相回路を要する貼で装置が複雑に

なるうらみがある．われわれは位相推移RC爽振器の探

。用によつてこの黙を解決したが，この方法によれば低周

1波で圓形掃引を簡軍に行わせることができて利用の面が

多いのでこエに報告する．

　回路は第ユ圖に示す．Sulzer（2）に從い3のテーパー’

・を附したのでUY　76－一本で十分畿振する．波形良好で

しかもAB二鮎で略々90度の相差が得られるので，移

霜回路を圃に要しないのが大きな利鮎である．希望の周

鍍敷はユ0サイクルであつたが，圖示の可攣抵抗による

可攣範園は約8～12サイクルであつた．周波激安定度も

優れているので・とくに同期をとら、ずとも標準周波の

100サイクルの輝貼をたよりに周波撒を一度調整してお

財ば，その後はほとんど再調整の要を認めない．これに

ょbマルチバィブレr．ターを1～2段節約できる・
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　100サイクルおよび刻喬のパルスは輝度攣調により輝

鮎としてあらわしたので，ス下ロ＊“式と全く同檬の第2

岡（a）の圖形が得られたが，輝度攣調のできないブラウン

管を使用するときは，パルスでこの畿振器を墾調すれぱ

よい・このときは第2圖（b）ρような圖形を得ることに

なる・（1950・2・21電氣・高木昇・尾上守夫）

　　　　　　　　　　文　　　献
（1り　高木　：本誌　1949　年　10　月露班刊號　　　　　　　　、

（2）P．G．　Sulzer：IRE，1302；Oct．1948．

生研昌ユース 都 匠 活 圃
　石鰻研究禽の獲足
　石炭統制の撤慶によつて炭鑛業界にも大きな攣動がお
とずれ，中小炭鑛には深刻な問題が績出している現駅に

調癒して，生産技衛研究所に石炭研究會ができ㍗．昭窟

24年4月に議足以來，常盤方面と蓮絡をとり現揚の問
題を調査する一方，封策を研究するため毎月1回燃料砺

究所，鐵道技術碍究所などの專門家殖も滲加していただ

いて研究會を開催している．また昭和14年度科學試験
研究費による「粉炭塵理に關する研究」の研究斑ができ

去3月6日，7月に同班の武藤，玉木爾助教擾，糸川教
綬が常盤地匠大昭炭鑛株式會祇に出張して，水洗装置及

現1場向きの簡易分析器に關する蔚究登表を行つた．ひ章

綬きこの方面で屯活濃な研究が行われる。

　試作されたヴァイオリン
　第1部書響工學部門の糸川磁盤で系統的なヴァイオ

リシ製作に關ナる研究が行われているが，この程同研究

室大學院特別研究生熊谷千尋君の手で最初のtSM式ヴァ

イオリンが試作され，去る1月26日生研大會議室で獲
廉が行われた．東邦音樂學校の櫻井千枝子教授の演奏で

高級から練習用迄の7種のヴァイオリンとともに比較試

演を行い好評を博した．引綾き塗料について班究が展開

されている．

◇化學機械協會畢術研究甕表會（3月25日

學理工學部において）

早稻田大

　桑井源顧「ドラオル型遠心分離機の性能に闘する理論

的考察」

◇臼本化辱會第3年th・me（4児1～3日京都大學に
　　　　　　　　　　　6おいて）

　石井義郎，西山美喜子「脂肪族ケトンと過酸の反慮」；

石井義郎，山下雄也「アルデヒドを用いる過酸酸化にっ

いて」永井芳男，青山正壮「ピリジン塵基とフェノール

との最高共沸化合物に關する研究」；田邊正士「ペシゾ

イルナフタレンの誘導髄について」；後藤信行「アセナ

フテツの反磨性に關する硯究（第1報）「ベンゾイルアセ

ナフテン及その誘導膿の生成について」；後藤信行胴
上」（第2報）fアセt7テンのスルフオン｛鹸について」

永井芳男，井ロ光雄「微量有機合成に關する研究」（第5

報）zト・ベンゾrルの合成（其の2）」；永井芳男，小

野垣聲「建築染料の建化に關する硯究」；安倍義人「ピ

レンの利用に關する研究（第1報）ピレンのニトロ置襖」

野崎弘，吉井敏1水素過電塵の莉理諭と實験」；野崎弘「爲

眞感光におけるMottの理諭の修理及新謝ζよる現像機
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　　　溝」；菊池眞一；俘藤芳雄，川蒔成武「石炭漬期間のゼ

　　　ラチンの物理的性質に及ぼす影響」；菊池撰一・入江春

　　　雄「重クロ…一一ム酸盤グルー感光液の研究J；菊池es－一，’

　　　上床珍彦照板のmee（第2軸相反則に關する實験そ
　　　の他」；友田！Ei孝，中村亦夫，中ぢ正，渡邊鋼一郎「醗

　　　酵における炭素牧支について」；友田一tt孝，中村亦夫；

　　癖轄隙紛酸糖化醗酵磯渣に關する研究1；増野實
　　　灘忠行陽材ン交換樹脂はる塵基性アミノ酸の分
　　　離；櫓野實，櫻内正「スクアレン沃素誘導髄」；糊

　　　N，櫻内正「スクアレンの異性化につ・・て」；淺原照三

　、　富田穣「不飽和脂肪酸に開する研究（第2報）ノネン酸

　　　の合成及その構渣にっいて」；淺原照三「α一えレフィ

　　　ンに關する研究（第5報）tvブインの水酸化について」

　　　淺原照三隣二級高級アル・一ル醐媒ICよる脱ホ」ヂ

　　　編田義民，河添邦太郎，・官田稔，渡邉始「硫化餓鑛の熱

　　　分解と焙焼の速度にっいて」

　　　6日本金属學魯第4分科倉講渡會（4月1日）及同曝率

．　　購・M會（4月2同）　　　　　　・’

　　　　松下幸雄「鐵鋼製錬工學の現neと將來の動向につい

　　　て」；谷安m，六澤眞人「強磁性艦の内部摩擦」

　　　◇日本鐵鋼協會春輩講演大會（4月2～3日東大におい

　　　て）
　　　　松下幸雄，森一一葵「熔融スラッグの電氣傳導度にっい

　　　て」；松下，坂上六郎「FeO－Sio2二元融液における

　　　FeOの活量につv・て」；松下，坂上六郎「FeO－Sio2二

　　　元融液の熱力學的考察」；松下幸雄・「スラッグの二，三

　　　　の物性及構渣につ）・て］

　　　◇日本脳瀞継外科研究會講演會，日本醤科器櫨學會特別

　　　購演會（4月5日）
　　　　糸州英夫「交流電源によるインク式旛波描爲器」

　　　　／　！’”：F鰍罫一饗轡

　　　　　一　　　・　　　　’　・・、生　産　研　究　・

　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

◇電子顯微縫輩魯春期購漉會（3月・22日）谷　愛正・

池谷光ee・rアル・a“ム合金の襯し破損とアル・鋤

ムのとり帯」　　　　　　　　　　　　，、
◇物理學璽糊謹分Pta（4月1日）及鯉分科愈（4

月3H）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
江。糖，村上晃夫島裕之助ree化鉛光傳導セルに、

ついて」；富永五郎，小林二雄r電離眞空計の感度較軍」

◇躰機械囎第27期定時雛撒會（4月7～9日）
　竹中規雄「研削作用に關デる研究（第1報）」；亘理厚

「回轍の翻と鰍澱の解綱；橘藤雄闇流放熱

鴛羅」轟讃識議壁響灘難各裂’、
「（1）流髄抽出の流髄力學とその慮用（第1報），（2）ポ

ンプ作用に關する一般論とポンプの系列に關する考察，

（3）ウエス・ポンプb理論佛1，2報）」；宮津純村

田邊「歯車潔ンプの歯のかみ合いによる流動」；宮津純

村田麟3名噛聯ンプo性能實験と輝果に關する考
察」；宮津純外2名「供試歯車ポンプの流動解折」；宮

津純外1名r容器内における回輔圓板の流髄摩擦抵抗に

ついて」；石原智男「（1）渦ポンプの特性，（2）渦ぷン

プの流動解折」

一著　書一

◇助教綬加藤正夫誕「加工冷金學下巻慮用篇」320頁

　650圓（1950・4月）

一嵜　稿一　　　一

◇教綬　久保田　廣「硝子上の薄膜干渉色にっいて」（英

　丈）日本物理學會誌es・5巻第1號（1950年1月）’

◇教授　久保田　廣　大學院學生　小瀬輝次「不均質薄

　膜による千渉色について」照明學會誌第34巻第

　　2號（1950年2月）

　　　　編、集　後　記
◇4月號，5月號と特集號が績いた

’が今月號はVarietyの多い・一般記事

を載せることicした今後本誌がこ

の雨者いずれと型式にて進むべきか

議論の多いとこるである．ぜひ讃者

諸兄の御意見をうかがいたい．
　　　　　　　　　　　　　　◇論説として費源關係の實際に携つ

てお．られる安藝教授をわずらわすこ

とにし施．グラピヤの實例を参照し

て一讃せられたい．

◇調査には化學關係の2編「工業分

析の進歩」と「硫化鑛の焙焼法」を

採り上げた．特に前者は從來の化學

的方法の域を脱し，電氣並びに光學

の分野を盛に利用している現況を廣’

く紹介されたもので，ただに化學屋

のみならず工業各分野の方に興味が

あることと思う．

◇今月號よV2回蓮績で微分解析機

の講座をこの方面の研究者である渡

邊，三井田爾氏におねがいした．グ

ラビヤ並びに本丈にのせた多激の爲

眞と，本易な解設は必ずやこの方面

に豫備智識のない方々にも充分な理

解を與えることと確信する．

◇前號の豫告にあげた研究の申「防

振材」は都合によb松下助教媛の
　「熔融スラヅグの電氣化學」に攣更

した．編集者の不備，深くお詑び申

上げる．（S．S．）
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治鎧姦叢知鑑鰍餐朗明類

翻謡木献難簾辮骸薫

麟　　　轡

　　　　表紙説明：

1．G．式アソモニア合成装置で

水素と窒素を3：1に混じて
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